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指定管理者制度、公共施設の管理・運営
イベント運営の総合プロデュース企業

アクティオ株式会社

：

INFORMATION　活動報告 INFORMATION　お知らせ

平成26年度 第１回まちづくりセミナー
「縮退のまちづくり」

　都市計画やまちづくりの専門家の方を対象に、まちづくりに関する
先進的な情報発信を目的とした、まちづくりセミナーを開催します。
　名古屋市の都市計画マスタープランでは「集約連携型都市構造」
を掲げ、鉄道駅の周辺に都市機能や居住を誘導する方向性を出し
ています。一方で、名古屋市でも中長期的には人口減少が予測さ
れ、市街地の低密度化が想定されます。
　そこで、今回は「白熱講義 これからの日本に都市計画は必要で
すか」の著者（共著）であり、こうした課題に理論的かつ実践的
に取り組まれている、首都大学東京の饗庭氏が今後のまちづくりの
展開について講演を行います。

中川運河助成 ARToC10

　中川運河再生文化芸術活動助成事業（ARToC10）の助成
対象者による現代アート活動が順次開催されますので、今後の助
成対象プログラムをご紹介し
ます。
※天候等により日程等が変更
されるため、ご来場の際は
都市センター又は助成対象
者ウェブサイトをご覧ください。

私のお気に入りの場所【那古野　四間道】 株式会社 竹中工務店 営業部 開発営業1Ｇ

竹本忠博さん

助成プログラム対象者名 実施内容

中川運河　映像アーカイブ
プロジェクト
伏木啓＋木田歩

walts/ワルツ（中川運河とその周辺を利用した映像イ
ンスタレーションの展示）

　中川運河の風景や人々を映像でアーカイヴするととも
に、そのデータを運河上でのインスタレーションなど様々
な方法で提示することを試みる。
　　日程：平成 26 年9月18日（木）～ 21日（日） 
　　　　  19:00 ～ 21:30
　　会場：長良橋北側（中川区広川町 5）
　　Web：http://canal-vap.com
　　※運河周辺の空き倉庫を利用したアートプロジェク

トのトライアルも別途実施。

Nature/Landscape/Human
一般社団法人
中川運河キャナルアート

水上インスタレーション

　　日程：平成26年11月10日（月）～16日（日）
　　会場：長良橋北側（中川区広川町5）　

水上パフォーマンス

　水上ステージにて行う、浅井信好率いるダンスユニット
によるパフォーマンス。既存の風景と調和のとれた「風景
と人間」という根源的な場所を表現する。
　　日程：平成26年11月15日（月）～16日（日） 　　　
　　　  18:00～20:30の間で上演
　　会場：長良橋北側（中川区広川町5）
　　Web：http://canal-art.org

中川運河リミコライン・アー
ト・プロジェクト
N-mark（エヌ・マーク）

フィールドワーク

　ゲストアーティストや有識者との様々なフィールドワークを実施。

アートプログラム

　「運河のビジュアル表現」クレメンスメッスラー・近藤美
和／「加藤マンヤインスタレーション」加藤マンヤ／「人
造石ワークショップと作品展示」武藤勇・横関浩
　　日程：平成26年9月19日（金）～11月29日（土）
　　　　  の金～日曜日 13:00～18:00
　　　　  ※10月24日（金）～11月13日（金）は
　　　　  制作期間のため要連絡
　　会場：中川運河アート&リサーチラボ
　　　　  （中川区西日置2-12-15）
　　Web：http://limicoline.com

　ゆっくりとしてちょっとレトロな、お気に入りの散歩道があります。地下鉄「国際センター」から堀川の手前を

すぐ北へ。浅間神社近くから円頓寺商店街へと続く「四間道」です。低い屋根の平屋や白壁の土蔵、古い町

並みが残っているこの狭い通りは、素朴で懐かしい雰囲気に包まれています。歩いているうちに名古屋の中心部

から迷い出てしまったような、不思議な気分を味わうことができます。「最近忙しいな」「ちょっと疲れてるかも」

そんな時はぶらっとこの散歩道に立ち寄って、いつもよりゆっくり流れる時間を楽しみます。オフィス街からほど近く、

でも遠く感じられるこの散歩道が、私の癒しの空間です。（ただほんの少し、電柱が気になってしまう風景です。）

● 講師　饗
あ い ば

庭 伸
しん

   　　　　（首都大学東京都市環境学部
   　　　　  建築都市コース准教授）

● 日時　平成26年10月28日（火）
　　　　15:00～17:00
● 場所　名古屋都市センター
● 定員　80名（賛助会員等）

● 問合　調査課　052-678-2216

この設計を受け多くの部材を刻み、困難な工事にも果敢に挑み、
結果見る者、おとなをも唸らせる完成度の高い建物ができました。

「ツインペンタ」という命名もされ、子どもたちに親しまれました。
　そして最後にホールの
中にまち体験で作られた
商品の中から選ばれた品
の展示棚や荷物を入れる
ロッカーを建物に見立て
て配置し、今年のまちが
出来上がりました。
　8月6日のまちのオープン
からたくさんの子どもたち
が来館し、「○○買ってく
ださーい。」の声もにぎや
かにまちが息をし始めまし
た。期間中子どもたちは、
商品の売買だけでなく、
まちを運営していくための

様 な々仕事をこなしながら、「建築やまちづくり」を題材にした試験
（アーキテクちゅう試験）にも挑戦。それぞれの楽しみ方をみつけ、
連日訪れる子どもも見受けられました。
　「だがねランド」が、子どもたちが構築環境に関わるための基
礎的な知識を持つきっかけになれば幸いです。

名古屋都市センター
平成25年度研究成果報告会

　名古屋都市センター平成25年度研究成果報告会を開催しました。
　報告会では、公募により選ばれた専門家による特別研究1件、公募により選ばれた市民グルー
プによる市民研究1件、当センター職員による一般研究7件、NUIレポート1件、そして、学識
者等を交えた研究会による提言2件の合計12件の研究成果を報告しました。
　報告会には、市民、大学、企業、行政等、90名の方にご参加いただきました。
　なお、詳しい報告内容については、名古屋都市センターホームページ（http://www.nui.
or.jp/kenkyu/25/index.html）に調査研究報告書を掲載しておりますのでご覧ください。

夏休み「だがねランド2014」

　「だがねランド2014」が幕を閉じました。今年も多くの子どもたち
の歓声に包まれて5週間を過ごしました。
　「だがねランド2014」は、7月19日（土）～8月5日（火）にまち
を計画・建設し、8月6日（水）からは出来上がった「だがねランド」
で遊んだり、学んだりと楽しく体験してもらうためのプログラムです。
　「まちをつくる」ために7つのワークショップ（以下ＷＳ）を行いましたが、
応募倍率は多いもので8.8倍、平均でも約5倍ととても高くなりました。
　今年の「都市計画 WS」で建物を切妻屋根の妻入りで統一
することが決まりました。また、まち並みに楽しさをだすために建物
は曲線を描きながら繋がっていくようにし、建物を丸く配置して小さ
な広場をつくる工夫もしています。
　建築 WS では、より広く建物のことを学んでもらおうと、木造建
築 WS でツシ2階の建物に挑戦しました。２階の小さな空間は、ま

ちがオープンすると子ども
たちに大人気になりました。
頬杖や筋交いもつけ、十
分に強度を持たせましたが、
常時微動測定を行いそれ
ぞれの固有振動数を測りそ
の強度を確認しました。
　DAS（だがねオールスター
ズ）WS のだがねランドオリ
ジナル木製フレームで建て
る建築では、妻壁もきちんと
デザインされ、屋根もカラフ
ルなかわらが葺いてあるもの、
天窓を付けたものなどかわ

いい建物が並び今年のまちなみがより楽しいものになりました。
　今年の「だがねランド」のシンボルになる建物を設計・施工す
るＷＳでは、頭を悩ませましたが、施主の「ツリーハウスを意識し
た建物でまちなみを見渡せ、なおかつワクワクする建物」という難
しい意向にも沿うものが計画されました。設計を独立させて1日半
の時間を費やしたことが功を奏したと思います。大工さんＷＳでも

報告会の様子

都市計画ＷＳ：片木篤氏

建築家ＷＳ：曽我部昌史氏

木造建築ＷＳ：小原勝彦氏

ホール内にできたまちなみ

「ツインペンタ」からまちを見る
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